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待機電力が結構大きく、これをしっかり管理すると節電効果が大きいと聞きました。具体的にどの程度に

なるのか教えて下さい。

回 答

最近、多くの家電製品には表示、タイマー、リモコンなどの機能がついておりマイコン制御されています。

そして、実際に製品を使っていない時にもこれらの機能を維持するために通電された状態になっています。

この時、消費する電力を待機時消費電力と言います。

省エネルギーセンターの『平成２４年度エネルギー使用合理化促進基盤整備事業／（待機時消費電力調

査）報告書＊1』によると家庭における待機時消費電力量＝平均 228kWh/年・世帯であり、家庭の一世帯あたり

の全消費電力量(4,432kWh/年・世帯)の 5.1%に相当すると言います。これを電気代＝25 円/ｋＷｈとして金額

換算すると 228ｘ２５\/Y＝5,700 円/年 と無視出来ない金額になります。

以下に各機器・器具がどの程度の電力を消費するのかを以下に示しておきます。

      ・ガス瞬間湯沸器 7.05W             ・温水水洗浄便座 2.21W

・石油給湯付ふろがま 6.30W           ・ パソコンネットワーク機器 5.92W 

・FAX 付電話または FAX 専用機 3.43W   ・充電式掃除機 2.82W 

・その他の電話機（本体） 2.46W         ・充電式電気シェーバー 2.34W 

・ビデオデッキ 2.27W               ・一体型オーディオ（ミニコンポ等） 1.91W 

・HDD･DVD レコーダー1.77W          ・食器洗乾燥機 1.35W

・テレビ（高速起動設定時を含む） 1.66W   ・電子レンジ・オーブンレンジ 1.09W

・ポータブルオーディオシステム 1.48W    ・電気炊飯器 1.00W

実際にどの程度になるのか、個人的に試した例(*2)がネット上に載っていましたので併せて紹介しておきま

す。この例では普通通り（待機電力あり）の２日間と待機電力一切なしの２日間の電力消費量の差をチェックし

ており、差は２日間で 2.1kWh の節電となっています。そして 1.05kWh /日＝31.5kWh /月＝787 円の節約

（25\/ｋWh）と計算されておりあなどれない金額だと結論付けています。

上記の家電製品の中には使わない時にもプラグをコンセントから抜くのが難しい機器もありますが、以下を考慮

して出来る範囲で節電＝省エネ＝（経済的）節約に努めましょう。

① 消費電力。待機時消費電力の少ない製品の選択

② 使っている時だけ主電源スイッチをオンにし使わない時は主電源スイッチをオフにする。

③ 洗濯機などの（そうしても問題ない）機器については使わない時にプラグを抜くようにする

         ＊1：http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2013fy/E003416.pdf

＊2：http://manetatsu.com/2015/06/46750/
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